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赤瀬　正洋 

　
沖
縄
に
赴
任
し
て
か
ら
早

い
も
の
で
三
ヶ
月
が
経
ち
ま

し
た
。
急
な
発
令
を
受
け
ま

し
て
、
あ
た
ふ
た
と
九
月
初

め
に
「
と
ま
り
ん
」
に
や
っ

て
来
た
わ
け
で
す
が
、
周
り

の
人
に
も
恵
ま
れ
、
何
と
か
落
ち
着
き
、
元
気
に
過
ご
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
ち
ら
の
泡
盛
や
食
事
も
口
に
あ
っ
て
い
る
よ
う
で
、

先
日
の
東
京
出
張
の
際
に
は
、
同
期
か
ら
「
顔
が
（
更
に
）

丸
く
な
っ
た
ぞ
。
」
と
言
わ
れ
、
「
気
の
せ
い
だ
。
」
と
無

駄
と
は
知
り
つ
つ
反
論
し
な
が
ら
も
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
を
買
わ
な
け
れ
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

　
県
内
も
高
速
道
路
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
あ
ち
こ
ち
回

ら
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
役
場
な
ど
が
中

心
と
い
っ
た
状
況
で
す
の
で
、
機
会
を
見
つ
け
て
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
じ
っ
く
り
と
沖
縄
の
自
然
や
文
化
・
伝
統
に
触

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
私
が
沖
縄
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
な
ぜ
か
ま
ず

観
光
ガ
イ
ド
を
買
い
求
め
、
他
に
聞
く
こ
と
は
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
沖
縄
へ
は

何
時
頃
行
っ
た
ら
い
い
の
？
」
と
赴
任
前
の
私
に
は
な
か

な
か
答
え
難
い
気
の
早
い
質
問
を
し
て
い
た
家
内
と
娘

が
、
先
月
遊
び
に
来
た
た
め
、
い
わ
ゆ
る
定
番
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
い
く
つ
か
訪
れ
ま
し
た
。 

　
有
名
な
美
ら
海
水
族
館
な
ど
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す

が
、
私
が
思
い
の
外
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
ネ
オ
パ
ー
ク

沖
縄
（
名
護
自
然
動
植
物
園
）
で
す
。
列
車
も
あ
り
ま
す

が
、
個
人
的
に
は
、
歩
い
て
回
っ
た
方
が
楽
し
い
と
思
い

ま
す
。 

　
特
に
、「
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
の
湖
」
で
、
頭
上
か
ら
落
下
す
る

フ
ン
を
避
け
つ
つ
、
結
構
大
き
め
の
鳥
た
ち
に
囲
ま
れ
な

が
ら
、
餌
を
あ
げ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
さ
に
自

然
と
の
ふ
れ
あ
い
？
と
い
っ
た
感
じ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ス
リ
ル
を
感
じ
る
こ
と
は
請
け
合
い
で
す
。 

　
ま
だ
ま
だ
思
い
の
至
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
沖
縄
防
衛
局
の
役
割
と
い
う
も
の
を
十
分
肝
に
銘

じ
て
、
全
力
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
　
　
（
企
画
部
長
） 

初
め
て
の
沖
縄
勤
務 

報
道
室
　
許
田
修
二
　
作 
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～那覇防衛施設局から沖縄防衛局へ～ 

　本年９月１日、総務部に契約課が誕生しました。 

　これは防衛施設庁の防衛本省への統合に伴い那覇防衛施設局が沖

縄防衛局に改編される際に、建設工事等に係る「積算部門」と「契

約部門」を分離することにより、契約業務の公正性と透明性の強化

を目的とし、これまで建設部（現調達部）に置かれていた契約管理

室を独立させ課組織として総務部に設置したものです。 

　同課の主な業務である工事の契約手続については、今年度から全

ての工事において一般競争入札方式（公募型を含む）を適用するこ

とになりました。 

　また、入札にあたっては総合評価方式（価格に加え価格以外の技

術的要素も総合的に評価し、落札者を決定する方式）を採用する工

事も増えており、入札参加希望者の資格及び総合評価等の審査業務

が増加しております。 

　このような状況において、契約課は限られた人員ではありますが、

会計課及び積算担当課の協力を得て、建設工事等における発注の公

正性の確保及びその品質確保の促進に向けて努力してきました。 

　来年度においても契約業務の更なる公正性、透明性の確保に努め

てまいります。 

　管理部は去る９月１日の防衛省組織改編に伴い、旧事業部の業務

課と旧施設部の一部８課２室で新たにスタートし、米軍等に関する

事故の賠償業務のほか、防衛施設の取得・管理・補償に関する業務

を行っております。 

　今年は特に、昨年返還された読谷補助飛行場、楚辺通信所及び瀬

名波通信施設の物件撤去工事、土壌調査及び土地の引き渡し説明会

等の業務で多忙を極めた１年でした。 

　これらの施設は、SACOの最終報告に返還が盛り込まれた案件であ

り、合計返還面積は約305ha（那覇新都心地区の約1.5倍），土地所有

者は約1,120名という近年にない大規模なものでしたが、とりわけ、

通称「象のオリ」でその名を馳せた楚辺通信所の鉄塔等が跡形もな

く撤去されたことは、一つの時代の終えんを見る思いでありました。 

　これだけの大規模返還施設の業務をスムーズに行うためには、関

係者の皆様の協力が必要不可欠であり、読谷村長を始め関係地主会

など多くの皆様のご理解・ご協力を得て、一部の土壌汚染の処理工

事のため引き渡し保留となった地域を除き、今年中に大部分の土地

の引き渡しができたことに対し、心から感謝を申し上げたいと思い

ます。 

　今年も残すところあと僅かとなり、管理部では、その他にも米軍

等の行為により被害を受けた方々に対する賠償業務、防衛施設の借

料支払い業務、漁業関係者に対する補償業務など多忙な業務を行っ

ていきますが、引き続き関係する皆様方のご理解・ご協力をいただ

きながら、職員一同一生懸命頑張っていきたいと考えております。 

改編に伴い、企画部は旧施設部が行っていた企画

た周辺対策業務を担う組織として、地方調整課（旧

旧のまま）、周辺環境整備課（旧施設対策第１課）、

）、住宅防音課（旧施設対策第３課）、地方調整課

整室、環境対策室の５課３室をもって新たな気持

状況を御紹介します。 

報告に盛り込まれたギンバル訓練場の返還に伴う

設について、地元金武町の御理解をいただきまし

ンセンにおける陸上自衛隊の共同使用について、

納村の御理解をいただきました。 

置・運用に起因する障害の防止、軽減、緩和に資

生安定事業等への助成を行いました。主な完成施

野比公園（民生安定事業）、伊江村に東江上地区集

業）、沖縄市に中の町・ミュージックタウン（沖縄

別事業）が整備され、地域住民の方々に有効に利

団体や地域の皆様の御理解を得るため、広報業務

町村に対して「平成19年度版日本の防衛（防衛白

した。 

これら案件の他にも在沖米軍や自衛隊に係わる様々

が一丸となって、県民の皆様の負担軽減のために

島中部の２市２町２村に所在する防衛施設から派

環境への影響が懸念される諸問題に対応すべく、

また、嘉手納飛行場や嘉手納弾薬庫地区等におけ

についても本局と協力し、実施しております。 

労働者の給与支払、福利厚生、職場環境の改善等、

理機構と共同で行っています。 

手納町新町・ロータリー地区の再開発事業は順調

棟や生活サービス施設棟等はほぼ完成しており、

事務所用建物が完成し、残る工事も順調に進んで

合される予定ですが、それまでの間、関係市町村

ご協力を得て職員が一致団結し、頑張ってまいり

総 務 部  

務所  

管 理 部  
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　本年９月１日、防衛省の組織

調整業務と旧事業部が行っていた

施設企画課）、施設対策計画課（

防音対策課（旧施設対策第２課）

に置かれる基地対策室、連絡調

ちでスタートしました。 

　今年を振り返り、主な案件の状

①ＳＡＣＯ関係：ＳＡＣＯ最終

ヘリコプター着陸帯などの移

た。 

②米軍再編関係：キャンプ・ハ

地元金武町、宜野座村及び恩納

③周辺対策関係：防衛施設の設

するため、障害防止事業や民

設としては、うるま市に栄野

会施設（ＳＡＣＯ交付金事業

米軍基地所在市町村活性化特

用されています。 

④協力確保事務関係：地方公共

の一環として、県内全ての市

書）」の配付・説明を行いまし

　沖縄防衛局管内においては、こ

な案件があります。企画部職員

全力で取り組んでまいります。 

　嘉手納防衛事務所は、沖縄本

生する事件・事故や騒音等生活

迅速な情報収集に努めており、

る侵害物件等の排除や巡回業務

　さらに、約5,500名の駐留軍等労

労務管理業務についても労務管理

　沖縄防衛局の移転先である嘉

に進み、ロータリー地区の本局

新町地区ではサンエー食品館や

います。 

　当事務所は来春には本局に併

を始め、地域の皆様のご理解と

ます 

　本年９月１日の組織改編（防衛施設庁の防衛省への統合）で、建設部は調達部に名

称が変わるとともに、建設工事の入札・契約事務を担当していた建設企画課契約管理

室が、契約課として総務部に移行されました。そして、新たな業務として、旧施設部

が行っていた提供施設の返還措置に係る物件撤去、土壌汚染対策、境界柵の設置、松

食い虫被害木の除去等の工事の設計・積算等の事務を調達部が担当することになりま

した。さらに、旧防衛施設局と旧装備本部地方支部が統合されたことに伴い、旧装備

本部長崎支部が担当していた沖縄における航空燃料調達に係る検査の一部事務が、当

局調達部へ移されました。具体的には、装備施設本部で契約（中央調達）された航空

自衛隊が使用する燃料を現地で受領する際に必要となる燃料の数量・品質に関する検

査の事務を行います。 

　このように、組織改編に伴い、調達部の業務内容は若干変化しましたが、自衛隊及

び在日米軍の基地等における施設整備（建設工事）を担うという従前からの基本的な

業務につきましては変ることなく、調達計画課（旧建設企画課）、建築課、土木課及

び設備課の４課体制で、計画、現地調査、設計、積算、現場監督及び検査等の業務を

引き続き実施してまいります。 

 

　当室における今年の特出した出来事といえば、なんといっても11月21日と30日に

行なわれた全駐留軍労働組合（全駐労）による全国統一ストライキです。当局管内で

も全駐労沖縄地区本部によるストライキが、県内の各米軍施設で実施されました。 

　全駐労による全国統一ストライキは16年ぶりということで、当室はもとより米軍関

係者の中にも経験した者がほとんどなく、どのような事態になるのか全く予測ができ

ない状況で行なわれました。 

　当日は早朝から、当室、嘉手納事務所及び機構那覇・コザ両支部の職員が、現場の

状況を確認するため、主要基地のゲートに出向きましたが、組合の「整斉と実施する」

との予告どおり、大きなトラブルも無く実施されたことで、担当者一同、ホッとした

ところです。 

　全駐労によるストライキは今後も予定されていますが、事故等が無いことを祈りつ

つ、何らかの接点が見出され、ストの必要のない状況になればと願っています。当室

はこれからも従業員、米軍、防衛局の更なる信頼の確立に向け、努力していきたいと

思います。 

　キュンプ・シュワブの海岸線における普天間飛行場代替施設建設予定海域での環境

現況調査が今年の４月下旬から行われており、最も現場に近い当事務所からも職員が

同作業に参加しています。また、今年７月には今まで名護市東江にあった名護連絡所

が建設予定地に近い辺野古区に移転したことにより、当事務所から常駐職員を派遣し

連絡等業務に携わっています。同連絡所では、８月14日から１か月間行われた環境影

響評価方法書の縦覧場所としても使用されるなど、この１年を振り返ると建設予定地

を近くに抱える事務所として、主にそのことに関連した業務の多い年でありました。 

　また、地元のお祭りや呼びかけのあった休日の海岸清掃活動などにも積極的に参加

し、地域の方々とのコミュニケーションを図るなど有意義な１年でした。 

　来年も金武事務所は所員一同心をひとつにして、防衛行政における地元とのかけは

しとして更に頑張っていきます。 

調 達 部  

労 務 管 理 官  

金 武 防 衛 事 務 所  

企 画 部  

嘉手納防衛事務
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環
境
対
策
室
　
具
志
堅
　
一
雄 

●米軍等の行為が公務上の場合 
・被害者の受けた損害を日本国政府が賠償します。 

・損害賠償金を請求できる期間は事故が発生したときから３年間です。 

●米軍等の行為が公務外の場合 
・原則として、交通事故の場合における保険解決のように直接加害者との

間で示談で解決することになりますが、示談により解決が困難な場合、

加害者に代わって合衆国政府が補償金の額を決定し、請求者（被害者）

の同意を得て支払います。 

・補償金を請求できる期間は、事故が発生したときから２年間です。 

米軍等の行為により被害を受けた方々へ 
 

事件・事故に関する情報の一報 
損害賠償請求手続きのお問い合わせ先 

沖縄防衛局 管理部 業務課 事故補償係 
電話番号　098-868-0174　内線（411～414） 

　
昭
和
48
年
に
ボ
ウ
リ

ン
グ
と
出
会
い
、
以
来

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
愛
好
し
、

数
年
後
に
は
県
ボ
ウ
リ

ン
グ
連
盟
の
宜
野
湾
ボ

ウ
ル
支
部
に
登
録
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

当
時
は
１
６
０
点
前
後
の
ア
ベ
レ
ー
ジ
で
し

た
が
、
那
覇
防
衛
施
設
局
の
第
１
回
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
で
は
、
個
人
賞
（
ハ
イ
シ
リ
ー
ズ

と
ハ
イ
ゲ
ー
ム
賞
）
を
独
り
占
め
し
て
し
ま

い
、
厚
生
係
長
が
私
の
所
へ
「
１
人
一
賞
に

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
慌
て
て
お
願
い
に
来

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
局
の
大

会
で
も
十
数
回
の
個
人
賞
を
取
っ
た
と
記
憶

し
て
い
ま
す
。 

　
昭
和
63
年
か
ら
約
13
年
半
ボ
ウ
リ
ン
グ
か

ら
離
れ
ま
し
た
が
、
平
成
13
年
９
月
に
知
人

か
ら
リ
ー
グ
戦
に
誘
わ
れ
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
再

開
し
、
唯
一
の
趣
味
と
し
て
週
３
回
の
ボ
ウ

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
10
月
30
日
の
リ
ー
グ
戦

で
「
ま
さ
か
」
の
出
来
事
が
起
こ
っ
た
の
で
す
。 

　
そ
の
日
の
２
ゲ
ー
ム
目
、
気
付
け
ば
９
フ

レ
ま
で
連
続
ス
ト
ラ
イ
ク
で
、
10
フ
レ
の
１

投
目
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
突
然
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
！
「
41
番
レ
ー
ン
の
具
志
堅
さ

ん
が
残
す
10
フ
レ
で
３
０
０
点
の
パ
ー
フ
ェ

ク
ト
達
成
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ご
声

援
下
さ
い
」
。
こ
れ
を
聞
い
た
リ
ー
グ
戦
の

各
選
手
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
約
70
名
が
集
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
１
投
目
、
足
が
震
え
「
う
ま
く

投
球
で
き
る
の
か
」
と
の
思
い
が
頭
の
中
を

よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、
基
本
で
あ
る
「
フ
ォ
ー

ム
崩
さ
ず
、
ボ
ー
ル
を
投
げ
き
る
」
こ
と
に

集
中
し
、
見
事
ス
ト
ラ
イ
ク
。
直
後
、
会
場

か
ら
は
割
れ
ん
ば
か
り
の
歓
声
。
２
投
目
で

は
ま
す
ま
す
足
が
震
え
、
心
臓
の
鼓
動
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
で
し
た
。
「
ま
ず
落
ち
着

い
て
」
と
自
分
自
身
に
言
い
聞
か
せ
、
投
げ

き
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
た
ま
た
ス
ト
ラ
イ
ク
。

観
客
は
騒
然
と
し
「
あ
と
１
回
の
コ
ー
ル
」
。

こ
こ
で
、「
自
分
に
は
、
３
０
０
点
と
い
う
夢

は
こ
の
時
を
逃
が
し
た
ら
、
二
度
と
な
い
の

か
も
知
れ
な
い
」
と
思
い
、
絶
対
に
ス
ト
ラ

イ
ク
を
取
る
と
の
気
持
ち
か
ら
、
不
思
議
と

足
の
震
え
は
止
ま
り
、
冷
静
に
な
れ
ま
し
た
。

す
る
と
、
ま
さ
か
、
ま
さ
か
の
ス
ト
ラ
イ
ク
。

思
わ
ず
後
ろ
を
振
り
返
り
万
歳
を
繰
り
返
す

私
に
、
70
名
の
観
客
か
ら
割
れ
ん
ば
か
り
の

拍
手
。
そ
の
１
人
１
人
か
ら
の
握
手
ぜ
め
で

感
極
ま
る
一
日
で
し
た
。
家
に
帰
り
、
愛
妻

に
そ
の
こ
と
を
話
し
た
ら
、
「
貴
方
は
ボ
ウ

リ
ン
グ
の
話
を
す

る
と
き
が
一
番
幸

せ
そ
う
ネ
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
を
愛

好
し
、
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 


